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木質構造接合部の新しい補修・補強方法

地震などで傷んだ接合部の新しい補修技術として減圧による接着剤充填方法を開発

しました。これまで、構造物の補修や補強には、加圧による接着剤充填が一般的でし

た。しかし、接着剤を必要な箇所へ十分に充填するためには、周到な準備と緻密な計

画、熟練を要するものでした。今回、充填方法を減圧にすることで多くの利点が生ま

れ、実験で確認することが出来ました。

木材が潰れて
隙間が広がる

木材が潰れて
ピンが緩む

木材の割れ
亀裂

担当：構造利用研究領域

地震などで
建物が変形

手順 ①シートで包む
②接着剤を流し込む
③掃除機で排気する

ポイント
☝透明で柔らかいシート。
☝メッシュで密着を防ぐ。
☝低い真空圧、多量の排気。
☝気室で接着剤溜り。
☝動いてきた気泡で泡立つ。
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元通り
直す以上に
強くなった。 ピンのくびれに

も接着剤が充
填できた

ピン折れには
注意が必要

利点
✌準備が簡単。
✌漏れ出さない、汚れない。
✌気密漏れが直しやすい。
✌充填状況が見える。
✌接着剤を誘導できる。

接着剤

粘着テープ

木材など
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金物との隙間
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亀裂接合具の

めり込み

特許出願中


